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〔研究ノート］
消費者協同組合の成立過程
ーイギリス初期資本主義の一駒ー一
生 田 靖
はじめに
イギリスの初期資本主義の成立期に生み落された消費者協同組合の成立条
件とその存立基盤について，従来の研究では，必ずしも明確な視座がすえら
れた歴史的・具体的な検討がなされているわけではない。ロバート・オーエ
ン (RobertOwen)の協同組合思想が，イギリス資本主義の成立期の試練の
中で， ロッチデール公正先駆者組合（RochdaleSociety of Equitable Pio 
neers)として結実していくプロッセスや契機についても， まだ究明すべき
空白が残されているといえる。本稿は，とくに消費者協同組合の店舗経営形
態の出硯の契機について，当時の労働者のおかれていた消費点の条件に着目
しつつ，その研究領域の空白を埋めるべき試みた一つの試論にすぎない。
l 初期イギリス資本主義の成立
1760年から1830年までの約70年間は，イギリス初期資本主義の成立過程と
して知られる。このわずかな期間は，それまでの長い停滞した封建制社会を
急速な変化のルツボに投げ込み，イギリスの社会，経済状態を「革命的」
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(1) 
(revolutionary)に変革した時期であった。その変革は農業革命 (agrarian
revolution) と産業革命 (industrialrevolution)の両者が並行し，からま
り合って進行したのである。
農業革命においては，従来おこなわれてきた開放農地 (open-field)が
主として大地主層 (thelord of manor) を中心に囲い込まれ三圃式農法
(the tree-field system) に代る新しい科学的農法が採用されていくこと
になる。この囲込み運動 (EnclosureMovement)に十分に対応できない零
(2) 
細な農民層は，農地から切り離されてしまい没落していったのである。
開放農地制が崩壊し，この時期に農地が大地主層に集中的に囲込まれてい
(3) 
ったその理由としては，政治的理由—―ーすなわち土地所有の多寡が議会の選
挙，被選挙権をもつ資格であり，このことが土地所有の集中を推進すること
となった，社会的理由—また土地所有の多寡が，当時の地方のボスとし
て尊敬された地方裁判官 (theJustice of Peace) に選任される資格であ
(4) 
ったことなどの点もあげられている。しかしなによりも， 18世紀に入ると急
速化する人口増加，それにともなう食糧需要の増大＝殻物価格の騰貴．傾向
が，農地の囲込みによる大規模農場経営採用の有利性をもたらし，大地主層
の土地囲込みを誘引し刺戟した，という経済的な要因に注目する必要があ
る。
農村の農業革命に並行して進展する産業革命については，すでにわれわれ
(1) P. Gregg, A Social and Economie History of Britain, 1760~1965. p.19. 
(2)当時の農村に住む階層は， thelord of manor, the free holder, the copy hold 
tenure, the squatter and cottager, the farm servantの5つの階層があった。
没落していったのは thefree holder以下の層である(Gregg,op. cit., pp. 21-22) 
(3)コールによると1700年～1760年の60年間で200以上の囲込み条令と30万エーカー
以上の土地が囲込まれたが， 1761年から1800年までの40年間では 2千の条令と 200
万エーカーが囲込まれ，つづく 19世紀はじめのわずか 15年間でさらに 200万エー
カーが囲い込まれたという。 (G.H. D Cole, A Short History of the British 
Working Class Movement. p. 15.、（林他訳，「イギリス労働運動史」第1巻， 23
頁）
(4) Gregg, op. cit., p. 23. 
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は多くの研究業績をもつが， A.I-ィンビーはつぎのような局面を指摘して
し忠。
（イ） 人口の増加と人口構成が変化したこと （すなわち農業人口の減少）。
（口）農業革命が進行したこと。（ハ）製造業における機械の発明，採用の
インパクトによる家内工業制度 (domesticsystem)から機械制工場制度
(factory system)へ移行。（二） 交通，輸送手段がいちじるしく改善，発
達し，それが機械制大工業の発展を支えると同時に，商業をもいちじるしく
拡張したこと。紺 機械制工業の発展は生産組織を変革させ，その変革と結
合して出現した分配関係にも革命がおこったこと，すなわち分配上の不平等
性の拡大，またそれにともなって諸個人相互間の人間的結合 (humanictie) 
にとって代って金銭的結合 (cashnexus)が全面化して社会的階級分裂が
生じたこと。
もっとも，産業革命の進行は，他方でイギリスの主要な工業生産物を飛躍
的に増大させるものであった。グレッグによれば紡績工場で使用された原料
綿の消費量は1760年には約 8千トンにすぎなかったのに対し， 1830年には約
10万トンヘと増大した。また鉄の生産量は， 1800年の約25万トンから1830年
には約 100万トンヘ，石炭生産量も 1770年の約 600万トンから1830年の 2千
(6) 
300万トンヘと，急檄な増加を示しているのである。
農業革命と産業革命という縦糸と横糸とが織りあげたイギリス初期資本主
義という衣装はこのようにして完成した。この短期間の歴史の流れに工業生
産はいうにおよばず，農業生産も大いに発展を遂げた。しかし，そこには当
然のことながら，するどい社会的混乱を惹起させた事実も認めないわけには
いかない。
社会的，経済的変革の流れは，つぎのような現象になって登場した。すな
わち主として都市部においては，それまで手工業者として細々と生産と生活
(5) A Toynbee, Lecture on the Industial Revolution of the Eighteenth Century 
in England., pp. 69-73. 
(6) Gregg, op, cit., pp, 46-47. 
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を続けていた零細な多数の独立自営業者が，その存立の社会的基盤を喪失
し，自己の労働力と結びつけうる生産手段＝機械を奪われ，解体していかざ
るをえない運命のみが与えられた。
だが同時に，それらの階層に代って，新しく発明された機械を積極的に採
用しつつ，生産手段の集積，集中をおし進めてしだいに確立していく機械制
(7) 
大工業＝工場制度を担っていく階層が出現することとなった。
このような社会的分裂，亀裂のゆきつくさきには，現存する小商品生産者
＝多数の手工業者が，そのもつ生産手段から身一つに切りはなされて，自己
の労働力を他人に売り，その代価として労働賃金を獲得し，そのえた賃金の
みによって生活資料を確保し，明日生きるための，明日働きうるための労働
力を再生産する以外には，自分はもちろん家族も餓死する道を選ぶ方途しか
見出しえないという条件の中に投げ込まれるのである。
他方，農村部においては，農業生産に従事することで，あるいは農業生産
と家内手工業とを抱き合わせたかたちをとって，生産と生活を維持していた
牧歌的な大多数の農民は，当時さきの農地の囲込みを推進したごく一部の富
裕な階層を除いては，そのわずかな（しかし生活の維持のためには不可欠
の）手工業部門をもぎとられつつ，開放農地の囲込みの進展過程で，社会的
にも経済的にもそれに対応しうる条件をもちえず，いたし方なく土地を手離
(8) 
して没落していったのである。
(7) Ibid., pp. 52-53. 
(8) マックス・ベヤーは，機械の採用に導びかれる産業革命，農地の囲込み運動が推
進した農業革命の社会的影響をつぎのとおり簡潔に指摘している。
「経済革命の結果は，土地および製造業の，小数者の手中への集中，いいかえれ
ば小規模な独立生産者を犠性にした大規模生産であった。それは無産者大衆を賃金
労働者すなわちプロレタリアとして工場，鉱山，農場にあつめた。種々な現境から
でてきた種々な習慣や感情をもった労働者，職人，家内手工業者の大群衆の中か
ら，しだいに団結した戦斗的な労働者階級が生れてきた。数世紀にわたる活発な歴
史が築きあげた従来の社会層も、経済革命からおこった弾圧と騒擾によって，地位
が変動してばらばらの断片にくづれていった……」 (M.Beer, A History of Bri 
tish Socialism, pp. 97-98.大島訳「イギリス社会主義史」〔I〕（181~182頁）
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コールはこの現実をつぎのように適切に表している「（イギリスの産業革
命一筆者）その過程は，イギリスを急速に農業本位の国から『世界工場』に
つくりかえた。それは固く根を据えているように思われた古い社会関係と社
会制度を根本から覆し，村落の古い生活を破壊し，新しい工場都市の問題を
生み出した。そのため議会は自ら改革を行わざるを得なくなり，中産階級は
富裕になったばかりでなく，政治的な権力にまで地位を高めた。そして最後
に以上に劣らず重要なことは，近代的賃金取得階級ー名目的には自由である
が，賃金のために労働力を売らなければ生活出来ないプロレクリアートが創
(9) 
り出された。」
資本主義の初期成立期を通じて，都市の零細手工業者および農村の牧歌的
農民を襲った当時の一大社会的変革は，資本主義的生産関係の成立とその後
の生産力の発展を約束し，大規模生産をうながすものであった。が同時にそ
の反面，資本対労働力という敵対的矛盾を内包しつつ，その後の対立を激化
させる方向へ道を開くものであった。つまり「革命によって始めて賃金取得
者は一つの階級としての意識に目ざめ，個々の職業や産業を超えた，広い範
(10) 
囲にわたって共通の生活目標をもつようになった」のであり，資本の対抗の
勢力が生まれてくるのである。
Il 市場関係と労働問題
初期資本主義の成立は，資本主義的商品経済の社会的浸透を意味する。こ
れは市場条件を変化させ，市場規模を拡大させるがその重要なボイントをな
すのは以下の点である。
一つは農業と工業との社会的分業の発展，深化である。他は生産手段と生
活資料の一層の商品化の進展である。両者は資本主義的国内市場の拡大，発
(11) 
展へと結果する。しかし，この市場の拡大，発展はますます生産と消費を
(9) Cole, op, cit., P. 3,同訳第1巻 P.1.
(10) Ibid, p. 135,同訳， PP.1-2 
(11)レーニン「ロシャにおける資本主義の発達」（全集第3巻） p.46.
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分裂させ，その隔絶がいわゆる「市場問題」を発生させて，深刻な問題とな
っていく。
労働者の場合でみると，生産手段から切り離された労働者は，まず生産点
で自己の労働力を売り，その報酬としての賃金をうる。消費点においてはそ
の賃金によって，市場で自己の労働力を再生産するために，再生産が可能と
なるために生活資料を手に入れなければならない。それだけではない。労働
カの新しい補充は家族の生活の維持においてのみ可能である。
この生産点での労働＝賃金の確保と消費点での労働力の再生産という二面
にひきさかれた労働者の当時おかれていた状態はどのようなものであったの
か。
新しい機械の採用ー工場制度の成立一生産力のひきつづく発展ー市場競争
の激化ー市場競争にうちかつための新しい機械の採用一生産力の一層の発
展，というふうに循環する方程式は資本主義の生存条件である。
この生存条件は当然，労働内容を単純化し，熟練労働力を排除していく。
成年男子労働力に代って婦女子，児童労働力が労働市場に登場することとな
った。これは成年男子労働力の職場からの追放，失業，賃金の引き下げを現
実化させるのであり，彼らはその危険性をわがものとして受けとめねばなら
ない。
その上に，資本主義的な生産力の発展を背景とした生産は，消費を目的と
して商品生産が行われるわけではなく，利潤を唯一の目的とするものであ
り，必然的に市場の狭濫な壁にぶつかり，たび重なる恐慌が労働者の身を襲
ぃ，苦境にさまよわせたのである。
マルクスは木綿工業の恐慌と関連させつつ，当時の工場労働者の状態をつ
ぎのように記している。
「工場労働者の運命は，イギリスの木綿工業の運命をすばやく概観するこ
とによって，もっとも明かにされる。
1770年から1815年までは，木綿工業が不況または停滞状態にあったのは 5
年間である。この第一期の45年間，イギリスの工場主たちは機械と世界市場
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とを独占していた。 1815年から 1821年まで不況， 1822年と1823年は好況，
1824年には団結禁止法の廃止，工場の一般的大拡張， 1825年は恐慌。 1826年
には綿業労働者のあいだにひどい困窮と暴動。 1827年はやや好転， 1828年に
は蒸気織機および輸出の大増加， 1829年には輸出，特にインドヘのそれが過
去のすべての年を追い抜く。 1830年は市場過充，大窮境， 1831年から1833年
まで持続的不況。対東アジャ（インドおよぴシナ）貿易が東インド会社の独
占から引き離される。 1834年には工場と機械の大増加，人手不足。新しい救
貧法が工場地帯への農村労働者の移住を促進する。田園諸州からの子供の一
掃。白色奴隷売買。 1835年は大好況。同時に木綿手織工の餓死。 1836年は大
好況。 1837年と1838年は不況と恐慌， 1839年は景気回復。 1840年は大不況，
暴動，軍隊の介入。 1841年と1842年には工場労働者の恐ろしい苦悩。 1842年
には工場主が殻物法の廃止を強要するために労働者を工場から閉め出す。労
働者の大隊がヨークシャに流れ込み，軍隊に追い返され，その指導者はラン
(12) 
カスターで裁判にかけられる。 1843年は大窮乏。 1844年には回復。…...」
資本主義経済は，好況と不況と恐慌とがつぎつぎと織りなす経済循環の矛
盾を自己の体質とし， わがものとしながら発展していくのである。がしか
し，ここで問題とすべきことは，その矛盾のしわよせのほとんどといってよ
いものを，労働者の頭上にもろにかぶせつつ，資本主義体制を確立していっ
たことである。エンゲルスの『イギリスにおける労働者の状態』に指摘され
ている当時の労働者のさまざまな実態描写は，これを如実に示すもの，とい
えよう。
もっともその矛盾は，そのアンチテーゼを生みださないわけにはいかな
い。これまた必然的に労働者の生産点における雇用主への反抗運動が生ま
れ，はげしい労働運動へと結集していく。まさしく「産業革命はプロレタリ
(13) 
アートを創り出すとともに，労働運動を生み落した」のである。
(12)マルクス『資本論』（第1巻） pp.593-594. 
(13) Cole, op. cit., p. 3同訳第1巻 p.2. 
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恐慌が必然的に放り出す労働者の大群，産業予備軍という貯水池へのつき
(14) 
落とし，絶望的なまでの賃金の引下げ，など，当時の労働者を襲った恒常的
で厳しい条件設定に対して，彼ら労働者は，時には盲目的な機械打こわし
(15) 
（ラダイト運動）に向った。 1824年の団結禁止法の廃止以後，主として労働
組合を結成して団結し，ストライキを重要手段とした労働運動が盛んになっ
(16) 
ていった。またチャーチスト運動もその過程で発生したものであった。
しかし，資本主義は発展していった。コールによれば，資本主義はこれら
(17) 
労働者の抵抗に対してあまりにもつよかった，というが， 正確にいえば狂
暴であった。すべて強力な弾圧で労働者の反抗を迎えうち， それは成功し
(14)前掲「資本論」（第1巻） p.592. 
(15) Gregg, op. cit., p. 49以下
(16) コールはイギリスの労働運動の歴史を 3つの段階に区分している。第1段階は19
世紀のはじめから資本主義の発展が緒につく1848年頃まで？第2段階は，労働運動
が資本主義に自己を適応させ，大工業制度を社会秩序の基礎として受け入れたこれ
以降1880年代まで。
第3段階は，社会主義が労働運動に影響を及ぽしていく1880年以降である。そう
してこの第1段階の特徴をつぎのように指摘する。
「まず，大体において暴動の時代一新しい工業の諸条件と社会における資本家の
新しい権力に対抗して，さまざまの手段や，さまざまの形態の組織を用いた叛乱の
連続があらわれる。この段階では，運動はおおむね過去をふりかえる気持がつよ
く，本能的に敵意を感じた新しい制度の苔しみに対してただ無益な抵抗を試みた。
第1段階の末期に至るまで賃金取得者はまだ農夫としての気持ちを完全に失ってい
なかつた。彼らは， ウィリアム・コペットのように，都市よりも農村に親しさを感
じていた指導者のいうことを容易に聴き入れた。新しい資本主義的秩序を統御する
とか，あるいはその中に地歩を築くとかするよりは，むしろそれを破壊して，彼ら
が無理矢理に引離された生活様式に戻りたいと半ば無意識に考えていたのである。
ラダイトの暴動， 1818年のストライキと機械打壊し，議会改革運動， 1831年の『最
後の労働者の暴動」， 1830_;1864年のオーエン主義労働組合運動，それにチャーチ
スト運動にさえ，みな新しい大工業制度に対する憎悪が深くしみ込んでいた。 1848
年のチャーティズムの挫折に至るまでは，労働階級の運動はなお少くとも将来を待
望すると同じ程度に過去を追懐していたのである」 (Cole,op. cit., p. 4) 
(17) Cole, op. cit., p. 140.同訳第1巻 p.4. 
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た。
皿 消費点における労働者の状態
生産点と同じく労働者は消費点においても過酷な状態からまぬがれること
はできなかった。消費点で労働者の自己の労働力の再生産と家族の生活維持
の条件を基本的に規定するものは，いうまでもなく生産点で獲得される労働
カの売価＝賃金である。もちろんこの賃金で購入し，維持しうる生活条件と
社会的一般的な生活水準とをかかわり合わせてみなければならない。また，
消費生活の重要な内容をなすものは，衣食住の三者であり，文化的生活面が
これに加わる。
当時イギリスのロンドンに住んでいたエンゲルスは，労働者の生活状態に
(18) 
ついて鋭い観察の目をひからせる。 1844年，彼は名著『イギリスにおける労
働者の状態』を出版した。ここには単に労働者の衣食住のみならず，その労
働条件とも関連させて包括的に労働者の状態を描き出している。以下紙幅の
関係もあり，労働者の労働力の再生産のための必須的部分として位置づけら
れうる食料品購入＝食生活に関する部分を若干長くなるが引用してみよう。
まず労働者の食料品の購入行動をつぎの指摘している。
「労働者が手に入れるものは，有産階級の口にはとうてい合わないよう
なひどい食物である。イギリスの大都市では，なんでもいちばんいい品を
手に入れることができるが，それにはお金がかかる。わずかばかりの金で
家計をやりくりしていかねばならない労働者は，そんなにたくさんのお金
を出すことはできない。そのうえ彼は，たいてい土曜日の夕方になっては
じめて自分の賃金の支払をうけるにすぎない。……（中略） •…••そこで労
働者は，土曜日の夕方4時か， 5時か， 6時ごろになってやっと市場にや
(18)この年は世界の最初の本格的な協同組合として評価されるロッチデール公正先駆
者組合 (Rochdal(lSociety of Equitable Pioneers)が出発した年であることを注
意されたい。
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ってくるが，その市場からは，午前中にすでに中間階級がいちばんいい品
を選んでしまっている。労働者がやってくるときには，その最良品はなく
なっている。また，たとえそれが市場にあったとしても，労働者はおそら
くそれを買うことはできないであろう。労働者の買うジャガイモはたいて
い粗悪であり，野菜はしおれていて，チーズは古くて下等な品質のもので
あり，ベーコンは古くなってすっぱい味がし，肉は脂肪分が少なく，古く
て，かた＜，老ぽれの動物や，しばしば病気か， くたばって死んだ動物の
肉であってー一ーすでになかば腐っていることもしばしばある。売り手はた
いてい小さな呼び売り商人であって，彼らは粗悪な品物を買いあつめる
が，これらの品物は，その品質が悪いからこそ，そんなに安く売ることが
できるのである。極貧の労働者となると，買う品物の品質が最悪であるの
に，そのわずかな金でやりくりするためには，いま一つべつの手くだをつ
かわなければならない。すなわち，土曜日の晩の12時にはすべての商店は
閉店しなければならないし，日曜日にはなんにも売ることがゆるされない
ので， 日曜日の朝までに腐ってしまうような商品は10時から12時のあいだ
に捨て値で売りはらわれる。ところが10時になってまだ売れ残っているよ
うなものは，そのうちの 9割までは日曜日の朝にはもう食べられない。そ
して，まさにこれらの商品こそ，もっとも貧しい階級の日曜の食事となる
のである。労働者の手に入れる肉は，食べられないことがしよっちゅうあ
る一ーしかし，その肉はいったん買ってしまったのであるから，それを食
(19) 
べなければならない。」
つづいて，このような一般的な状態に加えて，小売商人や製造業者がまぜ
物商品や有害商品を，どのようにして店頭に並べられているかを「リヴァプ
ール・マーキュリ」紙から引用している。
「塩入りバターが生バターとして売られているが，それは塩入りバター
(19)エンゲルス「イギリスにおける労働者の状態」（「マル・エン全集」，第2巻， pp.
298-299) 
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のかたまりを生パクーの包装紙でつつんだり，あるいは味覚用に生パクー
を1ポンドだけ塩入りパクーの上にのせておき，こうした味覚の吟味をさ
せた上で，塩入りバクーを何ボンドも売ったり，あるいは塩を洗い落して
から，これを生パクーとして売ったりするのである。砂糖の中に，米粉や
その他の安い材料を混ぜて，額面どおりの価格で売られている。石鹸工場
の廃物が，同じように他の物質と混ぜられて，砂糖として売られている。
挽いたコーヒーのなかには，キクニガナや，その他の安い粉がまぜられる
が，いやそればかりか，挽いてないコーヒーのなかにさえ混ぜられ，その
ときは混ぜ物がコーヒー豆の形につくられるのである。ココアは，目の細
かな赤土としよっちゅう混ぜられるが，この赤土は，羊の脂ですりつぶさ
れたもので，そうすると本物のココアーといっそう混じりやすいのであ
る。茶はリンボクの葉や，その他のくずと混ぜられるが，あるいは出涸し
の茶の葉がかわかされ，熱い銅板のうえで炒られ，こうしてふたたび色が
つけられて，新鮮な茶として売られるのである。胡椒は皮や英の粉末など
と混ぜられる。ボートワインは直接製造される（色素やアルコールなど
で）。イギリスだけで，ボルトガル全体でできるよりも多量のポートワイ
ンが飲まれていることは，有名なことだからである。そして煙草はこの商
品のとるありとあらゆる型に応じてあらゆる種類の脳のむかつくような材
(20) 
料と混ぜられる。」
彼ら労働者はあまりにも貧しい食生活に慣らされてきたために，このよう
な小売商人と製造業者の悪質な混ぜもの商品や，有害な商品を見分ける舌を
もたない。ただ低賃金に見合って安価であるという一点において，それを
(21) 
買い求めることになる。いや買い求めなければ餓死が待っている。だがこれ
らの食料を購入し，食ぺる当然の結果がまた待ち受けている。彼らは栄養不
(20)同書， pp.300-301. 
(21)商品の品質についての詐欺だけではなく，同時に量目の詐欺もおこなわれた（同
書， p.303) 
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(22) 
良になるだけでなく，病気になり死の道をたどるものも多かった。
1V 労動者の購入行動の制約条件
以上にみてきたような当時の労働者の消費点における，全く動物的ともい
える非人間的な食生活の実態とともに，その購入条件に大きな制約が存在し
ていたことにも注目する必要がある。
その第ーは，労働者がその労働力の再生産のために必要とする生活必需品
の販売を担当する小売商人との関係における問題である。当時の小売商人
(23) 
は，いわゆる「よろず屋」と呼ばれ，労働者はその「よろず屋」から多く
の場合「掛買」で必要なものを購入したのである。労働者は低賃金状態にお
かれていたのみならず，いつ失業につき落されるかも知れないという危険性
＝可能性や賃金切下げなど所得確保の不安性は，労働者にとって，この「掛
買方式」は一種の生活維持の安定帯の役割を果すものであった。
他方、「よろず屋」小売人にとっても，低所得の労働者を顧客として引き
(24) 
つけておくための，いわば不可欠の手段であった，ともいえよう。その結果
掛倒しの発生を見込んだ危険負担部分や，運転資金の利子部分などが織込ま
れた掛売り価格はきわめて高かったばかりでなく，そこにはまぜもの商品や
ィンチキ商品を量までごまかして販売することも可能な経済的な基盤も存在
(25) 
したのである。
第二に，とくに農村部に存在する工場においては， トラック法 (Truck
(26) 
Act)の制定以前はもちろんのことそれ以後も，まだトラックシステム
(truck-system)は完全に姿を消してしまったわけでなく，かなり広範囲
(22)同書． p.332. 
(23)荒川裕吉「小売商業構造論」 p.29. 
(24) Cole, A Century of Co-operation., p. 8. 
(25)市価より25％以上高かったと推察している（ロバート・オーエン，五島訳「オー
エン自叙伝」 p.121.) 
(26) Truck Actは1831年に制定された。
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(27) 
に行なわれていた，といわれるが，問題はこのトラックシステムと直接関係
をもつトミーショップ (tommy-shop)の存在と関連する問題である。 トミ
ーショップにおいては工場主自身の計算で価格のきめられた生活必需品を中
心としたあらゆる商品が，その工場で働く労働者に対して販売されていたわ
けである。
「わが労働者の便宜のために，労働者を小売商人の毒牙から守るために」
という大義名分をトミーショップをもつ工場主はふりかざすのであったが，
(28) 
実際の価格は市価より25%~30％以上も高いのが常であった。しかも労働者
がこのトミーショップを必然的に余儀なく利用するよう仕向ける方法とし
(29) 
て，賃金の代りに，それに見合う「利用手形」もしばしば発行されていた。
このシステムが採用されると，労働者は生産点で搾取されるばかりでなく，
消費点においても雇用主のくさりにしばりつけられることとなり，いわばニ
重の意味での搾取に直面しなければならなかったのであった。
さて，イギリスの場合， 19世紀に入るとすでにみたような生産賭条件の変
化，貨幣制度の確立，発展＝貨幣経済の一般化にともなって，それまでの地
方，地域市場の範囲は全国市場へと拡大した。また流通機構においても卸売
機能と小売機能の分化がすすみ，卸売商人と小売商人とに販売機能の特化が
おこなわれ，小売商人の専問化傾向も顕著にみられた。
しかし，第三に労働者の日常生活用品，なかんずく食料品の流通側面にお
いては，いまだ旧い形態である既存の市場取引形態が残存しており，この取
引形態に基盤をおいた零細な小規模店舗経営のさきの「よろず屋」がはばを
きかせていたことと関連する問題である。このことは旅売りなども決してま
(30) 
だ無視できない位置を占めていたこととも関連する。
このような日常生活用品の取引実態のもとでは，大規模機械制大工業のも
(27)前掲「マル・エン全集」（第2巻）， pp.414-415. 
(28)同上，
(29)同， p.415. 
(30)荒川，前掲書， p.29. 
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とで生産される大量の商品や，その生産のために使用される原料品などの場
合を別にすれば，すなわち零細な食料品の販売などについては，一般に小売
商業の近代化の程度を示す指標と考えられる，定価販売，魅力的商品の陳
列，保証制度，無料配達制度，現金販売，小売業者の広告販売，といった点
(31) 
は，まだほとんど採用されていなかった，と考えなければならない。したが
って労働者は，相対取引を通じつつ，主として小売商人のイニシャチープの
もとに購入しなければならないという制約も存在していた。
V 協同組合店舗経営の成立過程
当時の労働者は，さきにもみたように，生産点において，お互いが団結
し，首切りに反対する反抗，賃金引下げへの抵抗，労働条件の改善，向上を
計る要求を雇用主にぶっつけ続けるが，しばしばこれは過酷な弾圧となって
はね返ってきたのである。そうして生産点における斗争が大きな壁にぶち当
(32) 
ったとき，その対極たる消費点においても劣悪な条件を強いられている状態
からの解放に，おのずと目を開くことになるのは，あるいは当然のなりゆき
(33) 
であった，といえるかも知れない。ロッデール公正先駆者組合 (Rochdale
Soisety of Equitable Pioneers)が， 当時のフランネルエの賃上げ要求ス
(34) 
トライキの失敗の渦中に生れでたのは，まさしく遇然ではない。だが，以上
にみてきたような労働者の消費点におかれていた種々な状況は，労働者が当
時の小売商人に組織的に対抗して，協同組合店舗経営にとり組みうる，ある
いはとり組まねばならない条件は十分に熟していた，と推察してよいであろ
う。
ロバート・オーエンは，彼の説えたその環境決定論の哲学を基礎にしつ
(31)同書， p.31. 
(32)ホリヨーク・協同組合経営研究所訳「ロッチデールの先駆者たち」 p.22. 
(33)全国農協中央会「協同組合史」（上） p.49. 
(34) Cole, A Ceutury of Co-operation., p. 62. 
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っ，しいたげられた労働者の解放，その条件改善の方途の一つとして協同
組合運動を提唱し，自からも国内植民地 (AVillage of Co-operation)の
建設に手を染めたのであった。そうしてこのオーエンの協同組合思想に鼓
舞された協同組合設立運動が，オーエン主義者 (OwenteSocialist)の間
(35) 
で当時数かぎりなく続けられた。がしかし，それらの協同組合が，すべて
2, 3年という短命のうちに姿を消していかざるをえなかったのは，当時一
般化していた掛売りの制度を採用したために，運転資金の手当が不可能とな
(36) 
るか，あるいは，オーエンの理想にあまりに忠実であるため（すなわち国内
植民地の建設のため，その利益金を積立てる方式）参加者を利用吸引する魅
力を喪失したところにあった。
また，さらに，オーエンの提唱した「共同店」 (Producers'Shop)の場
合は，安定した恒常的な販売先を確保することが必要であり，また零細な生
産者が生産を継続し「共同店」を経営していくためには，外部から資本の貸
付を受けて，生産手段を獲得する必要性もあった。だがこの必要条件を満し
(37) 
えず，そのためにその存続条件を失ってしまったのであった。
ではロッチデール式の協同組合一~生活必需品の共同購入形態をとる店舗
経営が成立し発展する条件はどこにあったのか。当時ストライキで戦ってい
た労働者の数人が， 共同で一袋の小麦粉を購入し (collective purchase) 
(38) 
分配し合ったところにそのきっかけが求められている。その共同購入形態
をひとつの店舗経営の形態にまで高め，ロッチデール原則の中核的原則とみ
(39) 
られる「購買高配当」 (dividendon purchase)の原則を他の運営原則と
(40) 
結合させ，その店舗経営に定着させたことと，当時の消費点におかれた労働
(35) Ibid, p. 14 
(36) Ibid p. 9 
(37) Cole, Workring Class Movement, p. 157，訳， p.34 
(38) Cole, A Century of Co-operetion, p. 63. 
(39)この購買高配当は，すでにロッチデール組合以前の多くの協同組合で採用されて
いた，といわれる (Cole,Working Class Movement., p. 67) 
(40) Ibid, p. 64 
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者の状態との相互関連の中に，われわれはその成立と発展を位置づけうるの
である。
以上のことと共に，ロッチデール式協同組合が成立し，発展していく契機
ともなり，支えともなったのは，つぎの三点である。
第ーは，当時の支配階級は労働者の生産点における激しい労働運動に対し
ては，にくしみをむき出しにして，その弾圧に狂ほんしたのに比べて，ロッ
チデール式の協同組合店舗経営を中心とした協同組合運動に対しては，きわ
めて好意的であり，むしろこの協同組合運動が「節約と自助を説くヴィクト
リア時代の支配的哲学に適合していたので…••協同組合は労働者階級の節約
(41) 
の機関として推挙されさえした」ことである。
事実，当時の協同組合運動は，オーエンの影響のもとにあった初期の斗争
から生み出された理想主義的で，反資本主義的な性格をまったく失ってしま
(42) 
ったわけではないけれども，資本主義を直接おびやかす競争者として位置づ
けられてはおらず，むしろ資本主義的事業の多くの特徴を採用した事業組織
(43) 
として認識され，またそのものとして発展することとなったのであった。
この点からいえば，必ずしも適切な表硯ではないが，ロッチデール式協同
組合店舗経営の形態は，資本主義との共存同栄の夢をむさぽりうる性格を身
にまとって生み落されたもの，といっても過言ではないであろう。
だが第二に，それ以上に重要な点として，ロッチデール式の協同組合店舗
経営が成立し，発展しうる基盤をつくりあげたものは，やはり長いはげしい
当時の労働組合運動であった点である。協同組合運動が主としてオーエン主
義者により，労働運動の少くとも一環としておし進められたものであったと
しても，労働組合運動の中に協同組合運動が位置づけられており，チャチス
ト運動 (Chartist Movement)がそれに加わって，労働者たちに自分たち
のおかれている状態とか条件とかを認識させ，その自覚を促がし，それが協
(41) Ibid, p 151，訳， p.41 
(42)ホリヨーク，前掲書， pp.46-47. 
(43) Cole, op, cit. p. 160，訳 p.52-53 
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(“) 
同組合運動の大きな支えとなったことを見逃してはならないだろう。
(143) 63 
換言すれば，当時の労働者の協同組合運動への意識的，主体的なとり<
み，協同組合店舗経営への，その利用を中心とした積極的な参加がなかっ
た，とすれば，おそらくその成立も，その発展も約束されるわけがないから
である。
第三に，ィギリス初期資本主義の成立過程が確立過程へと移る，いわゆる
「餞餓の40代」 (theHungry Forti';~' ）は，その末年を迎える直前頃から
(45) 
終えんに向い，イギリス資本主義の確立とともに， 「世界の工場」としての
繁栄の時代がやってきたことである。
19世紀の中頃から， 70年代のなかばに至るイギリス資本主義は「黄金時
代」を迎えた。そうしてこの黄金の波は，労働者の身をも洗うものであっ
た。経済発展の余録は若千なりとも労働者にも分与され，賃金水準の上昇と
生活水準の高まりが，協同組合店舗経営の発展を支える一つの柱ともなるの
である。
（本稿は，今秋発刊予定の桑原正信編「新しい農協運動論」〔仮称）第一
巻の第3章「資本主義の発展と協同組合の展開」の一部について削除，加筆
したものである）。
(44)辻誠「海外における協同協同組合の発達」 p.42. 
(45) Cole, op. cit, p. 110.同訳， p.8. 
